
●指導の実際   高学年（５・６年）例  

【道徳科の授業と他の教科，地域の人，地域の文化をつなぐ】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【成果○ 課題と今後に向けての方向性●】 
○各教科等や行事と関連させて道徳科の学習を進めたことで，児童がより多くの場面で内容項目につい
て考えを深めたり，判断したり，行動化したりすることが増えた。 

○指導者としては，年間計画を【道徳科：内容項目別，他の教育活動などとの関連一覧表】にま
とめることで，学びの関連についてより意識することができた。また，道徳科の授業を点として行う
のではなく，その前後の他の教育活動と関連させたりつなげたりすることにより，道徳科の授業のね
らいにより深く迫ったり，学校の教育活動全体でこれまで以上に道徳教育を進めていくことができる
ことについて確認できた。 

●関連一覧表で年間の見通しをもち活動を組み立て，関連させて学習したり活動したりしたことが，道
徳的な判断力，心情，実践意欲と態度の育成につながっているのかを検証していきたい。 

６年総合的な学習の時間 
「調べよう！木江の伝統文化」 
 

 

 

 

    

５・６年「世界の文化遺産」 日本の文化遺産 C-(17)伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度 
【ねらい】   

 主人公が，厳島神社が世界の文化遺産になった理由を 

調べた後，さらに詳しく調べようと思うようになった気 

持ちについて考えることを通して，日本の文化遺産には 

自然の美しさと技から生まれた人工の美しさがあること 

に気付き，地域や我が国の文化を大切にしていこうとす 

る態度を養う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６年社会（歴史学習）単元「今に伝わる室町文化」 
【ねらい】 

我が国の歴史上の主な事象について，京都の室町に

幕府が置かれた頃の代表的な建造物や絵画を手掛かり

に，今日の生活文化につながる室町文化が生まれたこ

とを理解できるようにするとともに，主体的に学習問

題を追究・解決しようとする態度や，学習してきたこ

とを基に我が国の伝統や文化と今日の自分達の生活と

の関わりを考えようとする態度を養う。 

６年総合的な学習の時間「伝えよう！木江の伝統文化」
（木江小太鼓の歴史調査・他学年との交流活動） ６年社会（歴史学習） 

単元「町人の文化と 
新しい学問」 

【ねらい】 

  我が国の歴史上の主な事象につ

いて，歌舞伎や浮世絵，国学や蘭

学を手掛かりに，町人の文化が栄

え新しい学問がおこったことを理

解できるようにするとともに，主

体的に学習問題を追究・解決しよ

うとする態度や，学習してきたこ

とを基に長い歴史を経て築かれて

きた我が国の伝統や文化と，今日

の自分たちの生活との関わりを考

えようとする態度を養う。 

日本の文化は，自然からでき

たものと人がつくったものが

一つに合わさっている。 

もっと日本人の知恵や技から

できている遺産や大事なこと

について知りたい。 

「受け継ぎ，伝え
て行く」という思
いを込めて練習 

日本人ならではの技，知恵を

使っている。伝えていくため

にもっと調べてみたい。 

３～６年  練習してきた太鼓の発表                                            

曲名「櫂伝馬」       曲名「絆」                 

               

木江小太鼓の歴史を
下級生に伝えよう。後
輩達にも繋げて行っ
てほしい！ 

櫂伝馬の歴
史や魅力に
ついての話
を聞くこと
ができた。 

二つの曲に込め
られた思いを大
切にしながら，
自分たちが受け
継ぎ，伝えてい
きたい！ 

「船大工」がほとんどいな
い中で，どのように櫂伝馬
を繋いでいくのだろう。 

木江の文化は
どのように長
い歴史の中で
築き，繋ぎ続
けられたのだ
ろう。 

自分たちの
地域で受け
継がれてき
た「櫂伝馬」
について調
べたいな。 

「木江神峰太鼓」
唯一のオリジナ
ル曲「櫂伝馬」に
ついての話を聞
くことができた。 


